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目的
　科学史の年表を見てみよう。1801年の「光の波動説」
から1900年の「量子説」（プランク）に至るまで、自然
現象に関してわれわれの日常と常識に浸透した物の見
方、考え方のほとんどが19世紀に誕生しているのが分
かるだろう。政治的次元でも、われわれは、18世紀末
の大革命と数々の権利宣言から、「国民国家」（ネーシ
ョン・ステート）の成立と相継ぐ革命（の挫折）を経
て、特に19世紀末からの帝国主義的植民地支配と世界
戦争に至った過程の負の遺産を生きている。永続的な
難i民発生や地表を覆う地域紛争、テロリズムの砂塵も、
そしてまた「宗教的原理主義と民族の回帰」などと呼
ばれている現象も、この遺産の一部であろう。このよ
うにわれわれの現在および近未来にとってきわめて重
要な時期であるにもかかわらず、たとえば19世紀フラ
ンスでの思想の展開がこれまで重視されてきたかとい
うと決してそうではない。むしろ19世紀フランス哲学
は不当に軽視され続けてきた。しかし、「大小説家の世
紀」とも称される19世紀フランスの哲学的諸潮流は実
は魅力的な「考えるヒント」に満ち満ちている。そし
て、これらの潮流の総称として当時選ばれたのが「人
間の科学」（science　de　Ilhomme）であった。この志向
のなかで「心理学」「社会学」「精神病理学」「記号学」
など多様な学問が生まれることになるのだが、本研究
では、この「人間の科学」の生成と構造を辿ると共に、
19世紀・20世紀のみならず、現下の世界におけるその
意義と問題点を探る。
方法
　19世紀フランス哲学の諸潮流に関しては、現在入手
困難な資料が多数存在している。そこでまず、第一次
資料の発掘、整理、読解が先行的作業となるのだが、
2005年度は、フランス国立図書館、サント・ジュヌヴ
ィエーヴ図書館等での資料調査を通じて、特にメー
ヌ・ド・ビランの19世紀版全集、当時の精神医学関連
の雑誌論考、機構本を閲覧することができた。
成果
　19世紀フランス哲学の特徴のひとつとして、フロイ
トやピエール・ジャネを生むにいたる精神病理学の発
展と不可分な形でそれが展開したことを挙げうるが、
2005年度の成果としては第一に、京都大学人間環境学
研究科での「病院環境と哲学思想」をめぐる研究チー
ムと共同することで、フランスはラ・ボルド精神クリ
ニック院長ジャン・ウリ氏を招聰し、8月8日には、
フランスにおける精神病理学の展開をめぐるシンポジ
ウムを「哲学と精神医学のあいだで」というタイトル
のもとに明治大学で開催した。報告者（合田）はそこ
で、フランスにおける「制度論的心理療法」の歴史と
現在について発表した。
　第二に、19世紀フランス哲学の以下のような諸相につ
いて、明治大学リバティ・アカデミーの講座にて講じた。
1．メーヌ・ド・ビランにおける「心理学」の誕生。
2．ヴィクトール・クーザンの「折衷主義」哲学と学制
改革。
3．ピエール・ルルー、プルードンと「社会主義」の誕生。
4．ゴビノー「人種論」の背景と影響。
5．トクヴィルの「アメリカ」論、「アルジェリア」論。
6．シャルコからジャネへ19世紀フランスの精神病理学。
7．多様な「社会学」的探求、デュルケイム、タルド、
ジンメル。
この講座を通じて、本年度に執筆予定の19世紀フラン
ス哲学研究論文の骨格を築くことができたと思う。
　第三に、19世紀フランス哲学関連の重要な文献の翻
訳に着手することができた。ひとつは1896年にベルク
ソンが発表した『物質と記憶』の改訳。ベルクソンの
著作のなかでも最も難解と言われる書物で、現在も悪
戦苦闘中であるが、19世紀における心身論、言語論、
時間論の展開を考えるうえで不可欠な資料と言える。
いまひとつはゴビノーの『人種不平等論』第一巻の翻
訳。この書物はドイツで人気を博し、ナチスの人種イ
デオロギーの先触れとなったもので、日本でも森？外な
どが逸早く注目していたが、驚くべきことに、邦訳は
いまだ存在しない。小説家ゴビノーがいかなる語彙と
文体でその人種論を展開したのかを、日本の読者が知
ることができるよう、その第一巻の翻訳を試みている。
展望
　今年度も上記図書館等での文献調査を行い、報告の
ための基礎を固めていくつもりだが、今も記したよう
に、今年度は「心理学」「神経学」「精神病理学」、更に
は「動物哲学」と19世紀フランスにおける政治思想、
人種思想との連関に目を向けたい。
